
● 企業のPR効果
 参加学生による口コミ、キャリアセンターからの学生への宣伝、告知力があります。

● 優秀な人材の確保
 学生の資質や特徴を見極める方法や基準づくりの参考になります。

● 職場の活性化
 若手社員の研修としての位置づけ、学生による業務改善点の指摘などが見込めます。

● 大学とのコミュニケーションの構築
 大学・学生への貴社認知度の向上は、採用活動にも有益となります。

　2015年3月より、2016年3月卒業予定学生（現3年生）の就職活動
がスタートしました。前年と比べると企業の採用スケジュールもかなり多様
化しており、学生達にも戸惑いがあるように見受けられます。大学として
も、学生達には不安が無いように指導を行っておりますが、就職状況から
目が離せない状況が継続しております。
　さて、昨年度の就職状況は、非常に良い結果となりました。別添の「就職
率推移グラフ」を見るますと2008年度のリーマン・ショック前の2006年
度の状況を抜き、2000年以降過去最高の状況となりました。また、「求人

社数推移グラフ」を見ても、2000年以降過去最高の求人社数となりまし
た。これも一重に同窓生の皆様のご協力の賜物と考えております。この場
を借りて、お礼申し上げます。次年度以降も引き続き皆様にご協力いただ
き、お近くで求人のお話があればぜひともご紹介いただければ幸いです。
何卒、後輩たちのためによろしくお願いいたします。

◆ 2015年度入試結果（各入試区分を合算）

◆

◆ 2016年度入試日程

人（女子は内数）

※その他、センタープラス入試、センター試験利用入試（前期・中期・後期）、特別入試、編入学試験を実施します。（詳細は、入試ガイドをご覧ください）

※現代社会学科の昨年度数は総合政策学科、国際文化・国際協力学科は各中国コミュニケーション・国際文化協力学科の数

春季／2016年2月上旬から2月中旬
上記期間中の2週間（実働10日間）
「通勤費」「手当て」「食費」について、原則として支給していただかなくて結構です。
インターンシップ実施期間中の事故（通勤および実習中）については、本学で学生教育研究災害傷害保険及び学研災付帯賠償責任保険に
加入しています。
全学年・全学部の学生を対象としています。（春季は1～2年生対象）
本学キャリアセンターが、受け入れ企業・団体一覧を学生に開示。参加を希望する学生には、希望の実習先や参加動機、実習目標、自己PRな
どを記入する「インターンシップ参加申込書」（本学所定様式）を提出させます。
本学教職員が面談・選考いたします。
実習期間に知り得た機密および個人情報の守秘義務を遵守するため、実習生は誓約書を提出します。
企業・団体と本学との間で、インターンシップの実施にかかる取り決め事項の確認をいたします。
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インターンシップ受け入れの詳細は、名古屋学院大学 キャリアセンターまでお問い合わせください。
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● AO入試

● 指定校推薦入試

● 一般推薦入試（前期）

● 指定種目スポーツ推薦入試（前期）

● スポーツ・文化系活動推薦入試（前期）

● 一般推薦入試（後期）

● 特別奨学生入試

10月3日（土）

11月8日（日）

11月7日（土）・8日（日）

11月7日（土）

11月7日（土）

12月12日（土）

12月12日（土）※奨学生候補者面接 12月24日（水）

● 指定種目スポーツ推薦入試（中期）

● スポーツ・文化系活動推薦入試（中期）

● 一般入試（前期）

● 一般入試（中期）

● 指定種目スポーツ推薦入試（後期）

● スポーツ・文化系活動推薦入試（後期）

● 一般入試（後期）

12月12日（土）

12月12日（土）

1月30日（土）・31日（日）・2月1日（月）

2月25日（木）

2月25日（木）

2月25日（木）

3月14日（月）
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名古屋学院大学 キャリアセンター ℡（052）678-4090
同窓会担当：加藤 E-mail：career@ngu.ac.jp連絡先

名古屋学院大学 キャリアセンター ℡（052）678-4090
インターンシップ担当：新藤 E-mail：career@ngu.ac.jp連絡先

2015年度春季インターンシップ募集のお願い 2015年度入試結果と2016年度入試に向けて

インターンシップとは 学生が企業等において就学体験を行う制度です。産業の活性化とそれに応える教育の改革を視野に入れた
インターンシップは今、産業界および教育現場の熱い注目を集めています。
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